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Abstract

　The purpose of this study was to clarify the differences of competition contents associated with 
rule changes aimed at All Japan Judo Championship and All Japan Women Judo Championship 
which were held in 2010 and 2011.
　The investigation items were Winning point, Winning technique, Length of a game, Total 
number of penal rules and Relations of a weight difference and victory or defeat.  As a result, 
differences in the competition contents associated with rule changes were not found in men. In 
regard to women, a game has been activated and the influence of the rule change was indicated. 
However, most of them, it seems to be due to the differences such as physical strength and 
technical level so that the result should not be worthy of note.

The analysis of competition contents associated with rule changes
─ Aimed at All Japan Judo Championship and All Japan Women Judo 

Championship (2010・2011) ─

原　著
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Ⅰ．緒言

　国際柔道連盟（International Judo Federation、以

下 IJF）は、1998 年の国際柔道連盟試合審判規定 1）

（以下、国際ルール）改正において、積極的でない

柔道に関する禁止事項 9 項目を「消極的柔道」注 1）

と定義した。これに対して、積極的柔道は「ダイ

ナミック柔道」とも呼ばれ、旗判定（審判員 3 名

の多数決による勝敗の決定方法）、罰則によらず、

投技、固技の技術によって勝敗が決着することを

意味する。日本では「一本を取る柔道」という表

現が用いられている 2）3）4）。このように、IJF は

柔道のダイナミック化を奨励 2）3）4）することによっ

て、柔道を観ている人にとって分かりやすく、お

もしろく、興奮度を高める取り組みをしている。

そして、柔道がオリンピック種目として発展し続

けていくことを目指している 5）6）。

　2009 年まで日本国内では、競技を運営するに

あたり、国際ルールと講道館柔道試合審判規定 7）

（以下、国内ルール）の 2 つのルールが大会によっ

て使い分けられていた。　　

　国内ルールは、1900 年に作成された「講道館

柔道乱捕試合審判規定」が改正され名称変更され

たものである。世界の柔道が目まぐるしく変化す

る昨今、「本来の柔道を守るためにある」と、柔

道の本質を守る最後の砦的な存在として位置づけ

られていた 8）9）。一方、国際ルールは 1967 年に

国内ルールが英訳されたものであり、内容もほぼ

同じであった。しかし、体重別制の導入など柔道

の国際化によって、国際ルールは頻繁に改正さ

れ、両ルールはしだいに乖離していった。そのた

め 2 つのルールを使い分けていた日本では、選手

と審判員に混乱が大きくなり、ルールの一元化が

ささやかれるようになった 10）11）（表 1）。そして、

2010年 5月に日本国内のすべての大会は国際ルー

ルで実施されるようになった 12）。

　日本人柔道家なら誰しも憧れ、体重無差別で競

われる国内最高峰と位置づけられた大会、全日本

柔道選手権大会（以下、全日本男子）と皇后盃全

日本女子柔道選手権大会（以下、全日本女子）で

さえも国際ルールで実施された。国内大会におけ

る国際ルールの一元化について、国内ルールは体

重無差別の大会における日本独自のルールであ

る。一方、国際ルールは体重別制の大会における

世界共通のルールである。体重無差別の大会を国

際ルールで実施することは、体重の重い者が有利

となるため試合の公平性が保てず、日本独自の柔

道スタイルも壊すことにつながると指摘する声も

多い 18）19）。

　三宅ら 17）は、全日本男子のルール変更の影響

について、国際ルールが「ダイナミック柔道」の

促進に一部寄与したという報告を行っている。し

かし、この研究 17）は、ルール変更前の 3 大会と

変更後の 3 大会のそれぞれ 3 年間のデータを合計

して比較したものである。ルール変更直前と直後

の大会を比較していないため、的確な影響が明ら

かにされていないものと考えられる。また、全日

本女子については比較が行われておらず、全く影

響が分からない状況である。

　そこで本研究では、全日本男子と全日本女子に

ついて、ルール変更直前の 2010 年大会と直後の

2011 年大会を比較することによって、ルール変

更が試合内容に及ぼす影響を明らかにすることを

目的とした。男子については、先行研究と同様の

影響がみられるのかを追証することに加え、単年

度比較による新たな知見を得ることに焦点をあて

た。

Ⅱ． 方法

1． 対象

　全日本男子については、国内ルールで実施され

た 2010 年大会（36 試合）と国際ルールで実施さ

れた 2011 年大会（39 試合）の計 75 試合を対象

とした。全日本女子については、2010 年大会（35

試合）と 2011 年大会（35 試合）の計 70 試合を

対象とした。

2． 分析項目

　分析項目は、勝利ポイント、勝利獲得技 、試
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合時間、総罰則数、体重差と勝敗の関係の 5 項目

とした。なお、講道館が発行する機関紙「柔道」

の試合結果および全日本柔道連盟強化委員会科学

研究部が撮影した試合映像を用いて分析項目の集

計を行った。

(1) 勝利ポイント

　勝利ポイントとは、最終的に勝敗を決定した得

点とした。「一本勝ち」には「合せ技」「総合勝ち」

を含めた。その他の得点による勝利については「優

勢勝ち」「罰則勝ち」「判定勝ち」とした。

(2) 勝利獲得技

　勝利ポイントで獲得した手段のこととし、投技

（手技、腰技、足技、真捨身技、横捨身技）、固技（抑

込技、絞技、関節技）に分類した。また、これら

のポイント獲得手段について、技術によるものを

「技ポイント」、罰則や判定によるものを「罰則・

判定ポイント」と分類した。

(3) 試合時間

　全日本男子については、3 分以内に決着した試

合を「前半」、3 分 01 秒から試合終了直前までに

決着した試合を「後半」と分類した。全日本女子

については、試合時間が 5 分間であるため 2 分

30 秒以内に決着した試合を「前半」、2 分 31 秒か

ら試合終了直前までに決着した試合を「後半」と

分類した。両大会とも試合終了まで行われたもの

については「終了」とした。

(4) 総罰則数

　試合中に審判員が選手に与えた総罰則数とし

た。

(5) 体重差と勝敗の関係

　体重差と勝敗の関係は、本研究の対象は男女と

も無差別で開催される大会であるため、全対戦で

の体重差を抽出し、2 ルール間での特徴を分析し

た。勝者において、体重が重い方を「優位」、軽

い方を「劣位」と定義した。

3． 統計処理

　分析項目との関係を、クロス表を用いて χ2 検

定を用いて検討した。さらに 5％水準の有意差が

認められた場合、期待値と実際の頻度の差を検討

する残差分析を行った。

　総罰則数については、全日本男子、全日本女子

のそれぞれの2010年と2011年を比較するために、

比率の検定を用いて処理した。

Ⅲ．結果および考察

１． 勝利ポイント

　表 2 は両大会における勝利ポイントを示した

ものである。全日本男子では、「一本勝ち」は

2010 年大会 41.7%、2011 年大会 46.2% であっ

た。「優勢勝ち」は 2010 年大会 16.7%、2011 年大
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会 17.9% であった。「罰則勝ち」は 2010 年大会

13.9%、2011 年大会 25.6% であった。「判定勝ち」

は2010年大会27.8%、2011年大会10.3%であった。

いずれの項目においても、有意な関係は認められ

なかった。三宅ら 17）の先行研究においても同様

の結果であったが、グループ間の「一本勝ち」の

割合に、10%以上の差が生じていることを受けて、

僅かながら「ダイナミック柔道」が促進された可

能性があるという見解を示している。

　ルール変更により国際ルールが適用され、下半

身への攻撃が制限、消極的な柔道に対する罰則が

強化された。これに加え、体重無差別制というこ

とも踏まえると、これまでよりも組み合う柔道が

展開され、ポイントの増加が予測された。しかし、

全日本男子においては、その影響をみることはで

きなかった。これについて二宮 20）は、2011 年全

日本男子の大会後、熱戦を振り返り「今回から国

際柔道連盟試合審判規定に変更され、試合に変化

があるのではないかと取り沙汰されたが、今の選

手は国際ルールの試合が殆どであり戸惑いはな

く、寧ろやり易かったのではなかったか」と述べ

ている。つまり、全日本男子において試合のダイ

ナミック化が確認できなかったことについては、

選手が国際ルールに順応できていることが要因の

一つとして考えられる。本研究における全日本男

子については、「一本勝ち」やその他の項目に有

意差が確認されなかったこと、「罰則勝ち」の増

加率が「一本勝ち」の増加率を上回る結果であっ

たことなどから、ルール変更による「ダイナミッ

ク柔道」の促進は確認できなかったといえよう。

　次に全日本女子では、「一本勝ち」は 2010 年大

会 42.9%、2011 年大会 71.4% であった。「優勢勝

ち」は 2010 年大会 8.6%、2011 年大会 11.4% で

あった。「罰則勝ち」は 2010 年大会 25.7%、2011

年大会 5.7% であった。「判定勝ち」は 2010 年大

会 22.9%、2011 年大会 8.6% であった。　

　「一本勝ち」において有意な増加 (p<0.05)、「罰

則勝ち」で有意な減少 (p<0.05) がみられた。ま

た、「判定勝ち」において、統計学的な有意差は

みられなかったものの約 15% の減少がみられた。

これらの結果から、全日本女子については、ルー

ル変更の影響が強くあらわれ、試合がダイナミッ

ク化していると推察された。しかし、この一方で

多田 21）は、2011 年全日本女子の結果を振り返り、

「今年の皇后盃は、1 回戦から決勝までの 35 試合

中 26 試合で一本勝ちがでるなど例にない多さで、

試合進行も最速であった。おかげで観衆を飽きさ

せないダイナミックな試合が展開され、大いに楽

しむことができたのではないだろうか。しかし、

裏を返すと一流選手の中でもこれだけ格差があっ

たということを証明している。」と、今後の女子

柔道に対する期待と、課題を述べている。つまり、

女子柔道の選手層の薄さというものが要因の一つ

として推察された。

2． 勝利獲得技

　表 3 は勝利ポイントを獲得した技術について

分類別に比較を行ったものである。全日本男子

では、2010 年大会手技 5.6%、腰技 2.8%、足技

36.1%、固技 11.1%、捨身技 2.8% であった。2011
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年全日本男子では、手技 15.4%、腰技 5.1%、足

技 38.5%、抑込技 2.6%、捨身技 2.6% であった。

すべての項目において、有意な関係は認められな

かった。しかしながら、両大会で足技の施技頻度

が最も高く、次いで手技という結果であった。

　全日本女子において、2010 年大会について

は、手技 2.9%、腰技 5.7%、足技 20.0%、抑込技

11.4%、捨身技 11.4% であった。2011 年大会につ

いては、手技 2.9%、腰技 14.3%、足技 28.6%、抑

込技 28.6%、捨身技 8.6% であった。女子につい

ても、男子と同様にそれぞれの項目において有意

な関係は認められなかった。しかしながら、2011

年大会においては、足技・固技が同数で最も多かっ

た。特に固技については、その全てが抑込技であ

り、大会間で 17.2％の増加が確認できた。辻原ら
22）や木村ら 23）の研究によると、第 1 回全日本女

子柔道選手権大会（1986 年）では、決まり技の

75.9％が固技によるものであった。また、その中

でも抑込技の占める割合が非常に高く、今後の女

子柔道の競技力向上を図るために、固技、特に抑

込技が重要なポイントを占めていると報告してい

る。これについては、女子の体力特性が要因であ

るという見解が示されている。出口 24）は、女子ジュ

ニア選手に対するコーチングについて次のように

述べている。「寝技の技術特性として、柔軟性や

筋持久力の必要性が挙げられ、これはまさに男子

よりも女子に優位な体力要素である。また、昨今

のオリンピックを始め、世界選手権や各種大会の

決まり技を分析した結果からも、特に女子選手に

おいては、寝技で勝敗が決するケースの方が多い

と報告されている。24）」

　日本の女子柔道は、第 1 回全日本女子以降、さ

まざまな面から強化が行なわれ、現在では、世界

を牽引するまでになった。本研究における抑込技

の決定率は、第１回大会ほどのものではなかった

が、投技による決定率の増加による相対的な減少

であると考えられる。男子と比較しても、女子の

試合における抑込技の重要性と競技力向上・強化

の関係には、現在もなお密接な関係があるといえ

よう。

　また、男女に共通して足技が最も多く施技され

ていたことについては、試合が国際ルールで運営

されるようになり、これまでよりも、消極的な柔

道に対する罰則が厳しくなり、お互いに組み合う

攻防が求められるようになったと推察される。お

互いに組み合う攻防が増加すれば、施技する頻度

は増加するかもしれないが、その一方で組み手に

よる施技の妨害も受け易くなると考えられる。そ

のため、比較的組み手の制限を受け易いと考えら

れる腰技、手技に変化をみることができなかった

のではないかと推察される。岡田 25）は、足技は、

相手が体格、体力で勝っていても、組み方が違っ

ていても、組み方次第に仕掛けることができる。

また、足技を使うことで戦局を有利にすると述べ

ていることからも、足技が試合を有利に進めてい

くために重要な技術であることが窺える。

　投技・固技で決定したものを「技ポイント」、

罰則・判定・不戦勝などを「罰則・判定ポイン

ト」として分析を行なったところ全日本男子で

は、「技ポイント」2010 年大会 58.3%、2011 年

大会 64.1%、「罰則・判定ポイント」2010 年大会

41.7%、2011 年大会 35.9% であった。すべての項

目において、有意な関係は認められなかった。次

に、全日本女子では、「技ポイント」2010 年大会

51.4%、2011 年大会 82.9%、「罰則・判定ポイン

ト」2010 年大会 48.6%、2011 年大会 17.1% であっ

た。分析の結果、有意な関係が認められ (p<0.05)、

「技ポイント」が 2010 年大会で有意に低く、2011

年大会で有意に高かった。「罰則・判定ポイント」

においては、2010 年大会で有意に高く、2011 年

大会で有意に低かった (p<0.05)（図 1 参照）。全

日本男子においては、先行研究 17）や勝利ポイン

トと同様、ルール変更による勝利獲得技への影響

がなかったといえる。全日本女子については、先

行研究で、女子柔道選手は、柔軟性など女性特有

の身体的特性が決定力に大きな影響をもたらすこ

とや、女子柔道選手全体の競技力に大きな差があ

ることなどが問題視されてきた 26）。このように、

女子柔道は、現在もなおさまざまな課題を抱えて

いるが、少なくとも本研究においては、国際ルー
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ルの影響を受けていると考えられる。

3． 試合時間

　表 4 は試合開始から勝敗が決定するまでの時

間を示したものである。全日本男子においては、

2010 年大会「前半」22.2%、「後半」16.7%、「終

了」61.1%、2011 年大会「前半」17.9%、「後半」

25.6%、「終了」56.4% であり、2 ルール間（大会間）

で有意な関係をみることはできなかった。全日本

女子については、2010 年大会「前半」25.7%、「後

半」17.1%、「終了」57.1%、2011 年大会「前半」

44.1%、「後半」29.4%、「終了」26.5% であった。

「終了」において、有意な関係が認められ、2010

年大会で有意に高く、2011 年大会で有意に低い

ことが明らかになった (p<0.05)。国際ルールは、

1998 年のルール改正において、消極的柔道に対

する罰則強化を行った 2）3）4）。これにより、それ

まで選手間で戦術として用いられていた偽装的攻

撃や変則的な組手に対する罰則が厳しく適用され

るようになり、お互いに組み合わざるをえない時

間が増え、これまで以上に試合が活性化したもの

と考えられる。前述したが、もともと女子は、男

子と比較した際に、パワーに劣り、投技による「一

本」を得にくいと考えられてきた 7）。消極的柔道

に対する罰則が強化された現在の国際ルールで、

しかも、体重無差別の大会ともなると、この女性

特有の身体的特性が裏目となり、実力差や、試合

自体の淡白感を露呈してしまったものと考えられる。
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4． 総罰則数

　表 5 は試合中に審判員が選手に与えた全罰則を

カウントしたものを示した。男女ともに両ルー

ル間での比較を行なう際に、国内ルールにのみ

存在した「教育的指導」は除いて分析を行った。

また、国際ルールによって定められた積極的で

ないことに関する禁止事項「消極的柔道」、「そ

の他」に分類し分析を行なった。全日本男子で

は、「消極的柔道」については、2010 年大会 37

本（100%）、2011 年大会 59 本（98.4%）であっ

た。その内訳については、「積極的戦意の欠如」

が、2010 年大会 25 本（30.9%）、2011 年大会 44

本（73.3%）であり、両大会間で有意な増加がみ

られた (p<0.001)。全日本女子では、「消極的柔道」

は、2010 年大会 37 本（94.4%）、2011 年大会 27

本（90%）であった。その内訳については、「積

極的戦意の欠如」が、2010 年大会 14 本（20.6%）、

2011 年大会 26 本（86.7%）であり、こちらも両

大会間で有意な増加がみられた (p<0.001)。また、

全日本女子においては、同じく「消極的柔道」に

関連する罰則の「偽装的攻撃」が、2010 年大会 3

本（4.4%）、2011 年大会 0 本（0%）であり、両ルー

ル間で有意な減少がみられた (p<0.001)。

　男女に共通して、審判員によって与えられた

総罰則数の 90% 以上が「消極的柔道」に対して

与えられたものであった。そのなかでも「積極

的戦意の欠如」がそれぞれ有意な増加を示した

(p<0.05)。これは、IJF によるダイナミック柔道化

の影響を受けたものと考えられる。つまり、今回

のルール変更を受け、両大会の審判員が完全に国

際ルールに感覚を切り替えて両大会をコントロー

ルしていることが窺える。全日本女子の「偽装的

攻撃」の有意な減少 (p<0.05) については、ルール

の変更により、教育的指導がなくなったことや「消

極的柔道」に対する罰則が強化されたことを受け、

選手は互いに組み合う攻防が強いられたと推察す

る。これによって、戦術の幅が狭まり、戦い方が

単純化したことが要因ではないかと考えられる。

5． 体重差と勝敗の関係

　体重差と勝敗の関係について（表 6 参照）、前

述のとおり体重が重い方を「優位」、軽い方を「劣

位」と定義した。

　全日本男子においては、有意な関係はみられず、

この項目においてもルール変更の影響を確認する

ことはできなかった。

　全日本女子では、2010 年大会の国内ルールに

おいて、31 ㎏以上の体重差に有意な関係が認め

られ、「優位」が有意に高く、「劣位」が有意に

低いことが明らかになった (p<0.05)。また、2011
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年大会の国際ルールにおいて、10 ㎏以下の体重

差に有意な関係が認められ、「優位」が有意に低

く、「劣位」が有意に高いことが明らかになった

(p<0.05)。これらの結果については、現在の女子

柔道の課題が如実に現われたのではないかと考え

られる。ルール変更前（国内ルール）は、31 ㎏

以上の体重差が女子柔道における勝利に影響を及

ぼしているものと推察される。しかし、ルール変

更後（国際ルール）は、その影響を及ぼしている

とは言えなくなった。また、本研究における両

ルール間での、勝利ポイントや勝利獲得技の項目

で、明らかになった結果を鑑みれば、女子柔道に

おいてしっかりと組み合う状態で柔道を行う上で

の課題が浮き彫りになったのではないかと考えら

れる。比較的個人戦の状況に近い体重差 10kg 圏

内において「劣位」に有意な関係が認められたこ

とからも納得できる結果である。つまり、女子柔

道選手は、無差別の大会における国際ルールに対

して、上手く順応できていないのではないかと推

察された。女性特有の身体的特性、つまり、筋力

の弱さや、攻撃や防御などの技術の未熟さなどが

要因として考えられる。

　今後、これらの点が強化されてくれば、女子柔

道においても「柔よく剛を制す」と表現される場

面に多く遭遇できるものと期待される。いずれに

しても、女子において現時点では、これまでと同

様、体重幅が大きければ大きいほど、体重の重い

選手が勝利を収め易い傾向にあるといえる。

Ⅳ．結語

　本研究で男女それぞれにおいて以下のことが明

らかになった。

1． 全日本男子

　積極的柔道を強く推奨する国際ルールへの変更

の影響からか、審判員が試合の活性化を促そうと

する動きは確認できた。しかし、試合内容に関す

る全ての項目においてそれらの影響を確認するこ

とはできなかった。また、三宅ら 17）の先行研究

では、勝利ポイント「一本勝ち」で 10％以上の

増加傾向、「判定勝ち」においては有意な減少を

示したが、単年比較の本研究では、同様の傾向は

みられたものの、有意な差を確認することはでき

なかった。また、本研究の勝利ポイントにおける

「罰則勝ち」は、「一本勝ち」を上回る増加を示し

ていた。これは、前述した先行研究においても同

様の結果であり、勝利方法の「技による得点」よ

りも「罰則による得点」の方が高い増加を示して

いた。さらには、10％近い増加を示したとされる

「一本勝ち」には、この罰則による総合勝ちも含

まれていることから、「一本勝ち」が純粋に増加

したととらえることはいささか危険が伴うと推察

した。
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ルール変更に伴う競技内容の分析（坂本・他）

　以上のことから、本研究では、三宅ら 17）の先

行研究による知見「国際規定が全日本選手権にお

ける『ダイナミック柔道』の促進に一部寄与した

ことを示唆するものである。」について、現段階

では、もう少し慎重に動向を見定めた方がよいの

ではないかと結論付けるに至った。

2． 全日本女子

　本研究では、試合内容に関する全ての項目にお

いてルール変更がもたらす有意な差が認められ

た。つまり、この度のルール変更により、試合内

容が活性化したものといえる。しかし、その一方

で、本研究の対象試合のほとんどが、選手の体力

面や技術面などの格差によるものではないかと

いった見方も払拭できず、手放しでは喜べない結

果であるといえる。つまり、全日本女子について

は、数値だけをみれば今回のルール変更により試

合がダイナミック化したと考えられる。しかし、

それ以上に、女子については、体重無差別の大会

を国際ルールで行うことが妥当であるのかという

点について疑問符を残した。今後も、無差別の大

会と国際ルールの妥当性という観点での分析の必

要性が示唆された。

3． 今後の課題

　本研究では、男女とも新たな知見を得ることが

できた。しかし、本研究も含めて、これまでの研

究ほとんどが、ルールから競技内容の最新動向を

見たものである。これでは、大会の性質とその競

技自体の本質を見失う可能性をおおいにはらんで

いると考えられる。今後は、それが選手の戦い方

にどう影響を与えているか、そこに無理が生じて

いないかなど、より詳細に分析を試みる必要があ

ると考える。そして、得られた科学的な知見から、

体重無差別の大会を国際ルールで運用することの

是非を模索していく必要があるといえよう。

付記

　本研究は福岡大学領域別研究部「身体運動

フィードバック研究チーム（課題番号 136008）」

の助成を受けて実施された。

注

１）「消極的柔道」（negative judo）とは、IJF のルー

ルに規定されている 9 項目の禁止事項の総

称である。以下の行為が「指導」の罰則に

該当する。

(1) 試合において，勝負を決しようとしないため，

故意に取り組まないこと。

(2) 立ち姿勢において，極端な防御姿勢をとるこ

と（通常 5 秒を超えて）。

(3) 攻撃しているような印象を与えるが，明らか

に相手を投げる意思のない攻撃を行うこと

（偽装的攻撃）。

(4) 攻撃を始めること，攻撃を行うこと，相手の

攻撃をかえすこと , また，相手の攻撃を防御

することなしに，危険地帯に両足を完全につ

けて立っていること。

(5) 立ち姿勢において，相手の袖口を絞って握る

こと。

(6) 立ち姿勢において，勝負を避けるために，相

手と片手または両手の指を組み合わす姿勢を

続けること。

(7) 故意に，柔道衣を乱すこと，および主審の許

可なしに，帯や下穿の紐をほどいたり，締め

直したりすること。

(8) 寝技を始めるために相手を引き込むこと。

(9) 相手の袖口または，下穿の裾口に指を差し入

れたり，相手の袖をねじり絞って持つこと。
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